
教育委員会定例会協議報告事項 

令和８年８月18日  

【協議事項】 

 

 

【報告事項】 

 

○ 附属機関等会議報告について 

  ・令和８年度 第１回長岡市図書館協議会報告       （中央図書館 資料Ｐ８） 

  ・令和８年度 第１回長岡市水族博物館協議会報告     （科学博物館 資料Ｐ９） 

  ・令和８年度 第１回長岡市子ども・子育て会議報告   （子ども政策課 資料Ｐ10） 

 

 



中央図書館 

令和８年度 第１回長岡市図書館協議会報告 
 

１ 開催日時及び会場 

（１）日 時  令和８年７月６日（月曜日）午後２時から午後４時まで 

（２）会 場  中央図書館２階 講座室１ 

 

２ 出席者 

  委員９名（定員 10 名のうち１名欠席）、江田教育部長、入澤中央図書館長、 

鈴木ミライエ長岡企画推進室企画担当課長 他事務局 10 名 

 

３ 会議内容 

（１）報告事項 

①令和７年度長岡市立図書館の活動評価について 

 ②令和８年度長岡市立図書館の運営方針について 

③令和８年度米百俵プレイス ミライエ長岡 互尊文庫の取組について 

（２）協議事項 

令和８年度長岡市立図書館の活動評価（案）について    承認 

  

４ 主な意見・質問 

意 見・質 問 回 答 

広報について、ホームページ、Facebook、LINE はある

が、Instagram がないことについてどう考えているか。

今後、Instagram を含め、SNS の

活用について検討していきたい。

県立歴史博物館への校外学習の機会がなくなるなど、

教育予算の削減は憂うべきもの。教育的なサービスの

充実を求める。長岡市は米百俵の精神を大切にして官

民協力してやってもらいたい。 

米百俵の精神を念頭におき、市民

の力を借りながら、しっかりやっ

ていきたい。 

 

学校としては、学校配本や教職員への研修、授業支援

など、市立図書館との連携が大変有効である。今後も

継続をお願いしたい。本に触れるよさ、楽しさを保護

者にも知ってもらい、図書館へ行ってほしい。 

今後も引き続き学校連携に努め

たい。 

学習指導要領の作成の中で、電子機器の活用を取り入

れた学びの話が出ている。教科書のデジタル化か、紙

との併用など検討されている。県であれ市であれ、電

子図書館構想は、電子書籍のプラスとマイナス面をし

っかり検討しながらやってもらいたい。 

電子と紙の双方の長所を生かし

たサービスを展開し、読書機会の

充実を図りたい。 
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科学博物館 
 

 

令和８年度 第１回長岡市水族博物館協議会報告 

１ 開催日時及び会場 

（１） 日 時 令和８年７月 16 日(木曜日) 午後３時から午後４時 30 分まで 

（２） 会 場 寺泊きんぱちの湯 

２ 出席者 

・ 長岡市水族博物館協議会委員８名（定員 10 名（うち１名欠員）のうち１名欠席） 

・ 小林寺泊支所長 

・ 江田教育部長、目黒科学博物館長、五井総括副主幹、池田水族博物館長、他事務

局員３名 

３ 会議内容（議題） 

（１） 正・副委員長の互選について 

（２） 令和７年度事業実施状況について 

（３） 令和８年度事業実施計画・状況について 

（４） 水族博物館整備事業の計画（概要）について 

４ 主な意見・質問 

主な意見・質問 回 答・対応案 
以前、屋外タッチプールがあったが、今

後再開する見込みはあるか。 

 

新型コロナウイルスの流行と、屋外のた

め気温の上昇による影響で、生物が飼育

できない環境になってしまい終了した

が、今後は館内で生物教育の貴重な機会

を提供したいと考えている。 

大回遊槽にあるひまわりがあしらわれ

たフォトスポットがとても良かったが、

なぜひまわりなのか。 

 

元々はクリスマスリーフとして作成し

たが、季節ごとに装いを変えながら常設

することにした。 

３階展望室は座れるスペースがあり、ロ

ケーションが良いので、テーブルを設置

して食事ができるようにしてはどうか。

以前、食事の際に汚れた手で水槽を触れ

られると跡が残ってしまうほか、ペンギ

ンプールにパンが投げ込まれたことが

あった。ペンギンは食べないが、海鳥や

カラスが食べ物を狙ってくるので、その

時はペンギンプールの水を全て抜き、清

掃を行った。現在、飲み物以外は禁止と

している。 
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令和８年度 第１回長岡市子ども・子育て会議報告 

 

１ 開催日時及び会場 

（１）日時 令和８年７月 27 日（月曜日）午後２時から午後４時まで 

（２）会場 さいわいプラザ ６階 大会議室 

 

２ 出席者   

委員 15 名（定員 20 名のうち５名欠席）、アドバイザー１名 

子ども未来部長、保育課、こども家庭センター、学校教育課、福祉課、子ども政策課 

 

３ 会議内容 

議事（１）委員長指名、副委員長選出 

議事（２）令和８年度長岡市子ども・子育て会議のスケジュールについて 

議事（３）長岡市こども計画に係る令和７年度子育て支援施策の実施状況について 

議事（４）長岡市こども計画に係る子育て支援施策の指標の追加について 

議事（５）「保育提供体制の確保のための実施計画」及び「整備計画」の承認について 

議事（６）長岡市子ども・若者の権利条例について 

その他 アドバイザーからのまとめ 

 

４ 主な意見 

委 員：長期休暇期間中の児童クラブにおける食事提供の進捗状況について伺いたい。 

事務局：７月末から弁当の配食サービスを開始する。この夏休みから全児童クラブの約

８割で実施する。 

 

５ アドバイザーからのまとめ 

子どもの権利について改めて確認し、共有できたことは非常に重要である。行政には、

子どもの声をしっかりと聴き、その意見を政策に反映していただきたい。 

また、子どもの声を聴くことは行政だけの役割ではない。子どもたちは乳幼児期から、

家庭や地域などさまざまな場面において、自分の声を受け止めてもらい、大人や社会と

ともに成長していく経験を積むことが重要である。 

そのため、それぞれの職場や立場において、どのように子どもの声を聴き、尊重して

いくかを考え、具体的な取組として実践していくことが求められる。さまざまな場面で

子どもの声が大切にされる社会となることで、子どもたちがより安心して過ごしやすい

環境の形成につながる。 

子ども政策課 
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